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町 の 人 口 

G2月末日現在） 
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厳
寒
期
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
 

厳
寒
期
は
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ツ
 

プ
事
故
、
着
ぶ
く
れ
等
緩
漫
な
動
作
に
 

よ
る
歩
行
者
事
故
、
車
内
暖
房
に
よ
る
 

視
界
（
聴
覚
）
不
良
に
も
と
ず
く
踏
切
 

事
故
等
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
．
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
 

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
 

「
安
全
歩
行
」
 
「
安
全
運
転
」
の
協
力
 

方
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

イ
、
歩
行
者
に
対
し
て
 

〇
薄
暮
時
は
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
な
 

時
間
帯
で
あ
る
の
で
，
タ
方
の
外
出
 

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
車
は
路
結
面
凍
、
視
界
不
良
等
に
よ
 

り
急
停
止
で
き
な
い
の
で
、
左
右
の
 

車
が
止
っ
た
こ
と
を
確
め
て
か
ら
横
 

断
す
る
。
 

ロ
、
運
転
者
に
対
し
て
 

〇
路
面
凍
結
に
備
え
て
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
 

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
必
ず
用
意
し
て
 

お
き
、
早
目
に
装
着
す
る
よ
う
に
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

〇
車
内
暖
房
に
よ
る
ガ
ラ
ス
の
く
も
り
 

な
ど
で
視
界
が
悪
く
な
る
と
同
時
に
 

音
に
よ
る
外
部
情
報
入
手
が
困
難
に
 

な
る
の
で
、
常
に
安
全
運
転
を
念
頭
 

に
お
き
、
危
険
個
所
で
は
最
除
行
す
 

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

玲
あ
せ
っ
て
る
 
今
が
あ
な
た
の
 

赤
信
号
 

★
止
り
ま
す
 
待
ち
ま
す
 
車
の
き
れ
 

る
ま
で
 

女
気
を
つ
け
よ
う
 
ま
い
に
ち
と
お
る
 

み
ち
だ
け
ど
 

住
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
防
止
に
 

御
協
力
く
だ
さ
い
。
住
み
よ
い
、
明
る
 

い
、
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

駐
車
禁
止
の
 

厳
守
に
つ
い
て
 

今
回
西
鉄
バ
ス
営
業
所
よ
り
の
申
し
 

出
に
よ
る
と
完
全
ワ
ン
マ
ン
化
の
実
施
 

を
し
ま
す
の
で
乗
務
員
は
運
転
手
一
名
 

と
な
り
ま
す
の
で
、
駐
車
禁
止
場
所
の
 

不
法
駐
車
に
よ
る
離
合
が
困
難
に
な
る
 

た
め
、
町
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
 

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
各
 

位
は
特
に
不
法
駐
車
が
な
い
様
厳
守
を
 

お
願
い
し
ま
す
．
 

尚
、
悪
質
違
反
者
に
つ
い
て
は
検
挙
 

し
ま
す
の
で
御
了
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
 

う
お
願
い
し
ま
す
。
 赤

池

派

出

所
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交
 
通

安

全

 の
 
日
 

毎
月
一
日
は
交
通
安
全
の
日
で
す
。
 

毎
月
二
十
日
は
九
州
交
通
安
全
の
日
 

で
す
。
 

地
域
住
民
総
ぐ
る
み
で
、
交
通
事
故
 

を
な
く
そ
う
。
 

運
転
者
ヘ
 

ス
ピ
ー
ド
違
反
、
無
哩
な
追
越
し
、
飲
 

酒
連
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
。
 

《
せ
ま
い
日
本
 
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
 

こ
え
行
く
》
 

こ
ど
も
、
お
と
し
よ
り
へ
 

自
動
車
の
ま
え
、
う
し
ろ
の
と
お
り
 

抜
け
や
道
路
の
横
断
は
、
必
ず
立
ち
止
 

り
安
全
を
た
し
か
め
て
横
断
し
ま
し
よ
 

”つ。 
《
た
し
か
め
て
 
ま
た
た
し
か
め
て
 

ハ
イ
横
断
》
 

、
、
、
，
、
、
‘
く
、
、
く
S
、
く
、
！
、
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、一、ノ 

成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
 

っ
た
成
人
者
の
皆
さ
ん
へ
 

●

」

 

一
月
＋
五
日
の
成
人
式
に
参
加
で
き
 

な
か
っ
た
成
人
者
は
記
念
品
を
赤
池
公
 

民
館
（
町
民
会
館
内
）
へ
受
け
と
り
に
 

来
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。
 

な
る
べ
く
早
く
お
願
い
し
ま
す
。
 



(3)  (2)-い け か
 

あ
 

報
 

広
 

木
村
義
人
さ
ん
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
間
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
に
木
村
義
人
さ
 

ん
は
．
入
荘
さ
れ
て
い
る
お
じ
い
ち
や
 

ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
の
慰
間
を
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

木
村
さ
ん
は
、
老
人
の
人
た
ち
に
長
 

生
き
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
老
人
約
十
 

人
ば
か
り
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
や
り
、
 

一
人
約
四
十
分
間
の
長
時
間
に
わ
た
り
 

剣
道
部
入
会
に
つ
い
て
 

赤
池
町
に
剣
道
部
が
発
足
し
ま
し
 

た
。
町
民
の
皆
様
、
子
供
さ
ん
の
心
と
 

体
の
修
練
を
か
ね
又
一
般
の
方
々
に
は
 

老
化
の
防
止
の
た
め
剣
道
部
に
入
会
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

入
会
の
規
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
居
合
道
を
含
み
ま
す
。
）
 

1
、
一
般
 
青
年
 

2
、
小
学
校
】
年
生
以
上
 

広
 

報
 

あ
 

か
 

け
 

午
後
五
時
ま
で
マ
ッ
サ
1

ジ
を
し
て
一
 

日
の
慰
問
を
終
え
ま
し
た
。
 

老
人
達
は
身
体
全
体
の
マ
ッ
サ
1
ジ
 

を
う
け
、
若
く
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
 

す
と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
喜
こ
ん
で
 

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
お
じ
い
ち
 

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長
生
き
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

剣道練習 に励む良い子たち 老人たちを一日慰問した木村氏（老人ホームにて） 

3
、
指
導
の
先
生
 

剣
道
二
段
練
士
 

上
 
村
 
常
 
夫
 

居
合
二
段
 

太
 
田
 
敏
 
男
 

体
育
指
導
委
員
 

太
 
田
 

敏
 
男
 

原
 
田
 

悟
 

そ
の
他
顧
問
に
は
七
段
、
六
段
等
の
 

諸
先
生
方
多
数
 
尚
、
入
会
者
は
男
女
 

は
問
い
ま
せ
ん
。
 

尚
、
老
人
ホ
ー
ム
に
は
．
現
在
入
荘
 

者
は
六
十
人
、
う
ち
男
二
＋
六
人
、
女
 

三
十
四
人
で
す
。
夫
婦
で
六
組
、
寝
た
 

き
り
老
人
十
人
の
入
荘
者
で
す
。
 

過
疎
地
域
と
し
て
の
特
徴
が
あ
り
あ
 

り
と
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
 

ん
も
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
 

い。 身
寄
り
の
な
い
老
人
の
人
達
に
暖
い
 

心
で
接
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
．
 

節
電
に
つ
い
て
の
 

お
 

願
 

い
 

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
中
東
戦
 

争
に
起
因
す
る
産
油
国
の
原
油
供
給
の
 

削
減
は
予
想
以
上
に
大
幅
と
な
り
、
か
 

つ
長
期
化
す
る
様
相
に
あ
り
．
我
が
国
 

の
社
会
経
済
全
体
に
重
大
な
影
響
を
与
 

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

特
に
、
私
達
が
毎
日
使
っ
て
い
る
電
 

気
も
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
火
力
発
電
 

所
で
作
ら
れ
、
そ
の
燃
料
の
九
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
が
、
外
国
か
ら
の
輪
入
に
た
よ
 

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
電
力
不
足
の
 

招
来
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
電
力
会
社
で
 

は
、
電
灯
、
電
力
の
使
用
に
つ
い
て
十
 

パ
ー
セ
ン
ト
節
電
連
動
を
展
開
し
、
消
 

費
電
力
の
節
約
を
要
請
し
て
お
り
ま
 

す
。
私
達
は
電
気
に
限
ら
ず
、
全
べ
て
 

の
資
源
は
大
切
に
有
効
に
使
わ
ね
ば
な
 

、 

明
る
く
強
い
 

子
供
に
育
て
よ
う
万
】
 

赤
池
町
よ
り
不
良
行
為
少
年
を
な
く
 

し
ま
し
ょ
う
。
世
の
中
が
目
ま
ぐ
る
し
 

く
変
っ
て
い
ま
す
、
子
供
の
世
界
も
又
 

激
し
く
変
っ
て
い
ま
す
。
 

青
少
年
は
次
の
世
代
を
荷
負
う
大
切
 

な
騎
手
な
の
で
す
。
温
か
く
強
く
育
て
 

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

昭
和
四
十
八
年
度
中
、
田
川
署
管
内
 

で
補
導
し
た
不
良
行
為
少
年
は
千
四
十
 

ニ
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
佐
賀
県
 

全
部
の
不
良
行
為
少
年
に
比
例
し
ま
す
 

そ
の
不
良
中
、
喫
煙
、
夜
遊
び
、
怠
 

学
が
最
も
多
く
、
七
百
三
十
一
名
で
又
 

不
純
異
性
交
遊
を
グ
ル
ー
プ
で
行
な
い
 

成
人
と
関
係
す
る
等
の
行
為
で
二
十
八
 

名
の
学
生
が
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

り
ま
せ
ん
が
、
当
面
電
気
使
用
に
つ
い
 

て
は
、
節
電
に
心
掛
け
限
り
あ
る
資
源
 

を
有
効
に
使
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 

ー
九
州
電
力
ー
 

検
察
審
議
会
 

制
度
に
つ
い
て
 

検
察
審
査
会
制
度
が
で
き
て
か
ら
今
 

年
で
二
＋
五
年
に
な
り
ま
す
。
 

地
域
住
民
の
本
制
度
に
対
す
る
認
識
 

を
深
め
る
た
め
に
も
、
充
分
御
理
解
く
 

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
に
．
こ
の
制
度
を
 

ご
存
知
で
す
か
。
検
察
審
査
会
は
選
挙
 

人
名
簿
を
も
と
に
し
て
ク
く
じ
ガ
で
選
 

ば
れ
た
十
一
人
の
民
間
人
が
検
察
官
の
 

し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か
 

を
審
査
す
る
の
が
お
も
な
仕
事
で
す
。
 

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
と
 

き
ど
き
「
何
々
検
察
審
査
会
が
、
何
事
 

件
に
つ
い
て
不
起
訴
不
当
の
議
決
を
し
 

た
。
」
と
い
っ
た
ニ
ユ
ー
ス
が
目
に
つ
 

く
と
思
い
ま
す
。
 

最
近
の
著
名
事
件
と
し
て
は
、
心
臓
 

移
植
手
術
が
殺
人
罪
に
問
わ
れ
る
と
し
 

た
札
幌
医
大
の
和
田
教
授
に
対
す
る
審
 

査
事
件
、
唐
津
検
察
審
査
会
が
議
決
し
 

た
愛
仁
会
新
屋
敷
病
院
の
輸
血
ミ
ス
事
 

件
に
対
す
る
、
主
任
医
師
と
主
任
看
護
 

婦
を
起
訴
相
当
と
し
た
審
査
事
件
が
あ
 

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
周
囲
で
も
、
詐
 

欺
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
て
 

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
，
そ
の
事
 

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
 

。 

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
い
ま
 

せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
方
は
泣
き
寝
い
 

り
し
な
い
で
、
す
ぐ
検
察
審
査
会
に
ご
 

学
職
別
で
見
る
と
中
学
生
三
百
四
名
 

高
校
生
四
百
三
十
六
名
、
時
間
帯
で
は
 

深
夜
の
不
良
行
為
が
最
も
多
く
、
午
後
 

十
一
時
よ
り
午
前
四
時
ま
で
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

曜
日
別
で
は
、
水
曜
日
、
木
曜
日
が
 

多
く
夜
遊
び
は
日
曜
日
が
多
い
の
が
特
 

徴
で
す
。
年
令
層
で
は
十
三
才
ー
＋
五
 

才
が
最
も
多
い
。
 

町
村
別
で
は
川
崎
町
百
二
十
件
、
金
 

田
町
四
十
五
件
、
赤
池
町
四
十
二
件
、
 

糸
出
町
四
十
一
件
，
方
城
町
三
十
五
件
 

以
上
の
数
字
は
田
川
署
で
補
導
さ
れ
た
 

件
数
で
氷
山
の
一
角
で
す
。
 

又
シ
ン
ナ
ー
・
ニ
ス
遊
び
で
体
と
心
 

を
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
姿
が
赤
池
町
の
 

中
で
は
、
数
多
く
補
導
員
に
よ
っ
て
指
 

摘
さ
れ
父
兄
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
状
 

態
で
す
。
 

現
場
を
見
る
な
り
聞
く
な
り
し
ま
し
 

た
な
ら
赤
池
駐
在
所
か
、
学
校
、
教
育
 

委
員
会
に
御
連
絡
下
さ
い
。
町
ぐ
る
み
 

で
非
行
の
芽
を
つ
み
ま
し
ょ
う
。
 

赤
池
町
遺
族
会
だ
よ
り
 

会
長
 

高
 
鶴
 
麟
 
作
 

会
員
 

一
六
〇
名
 

赤
池
町
遺
族
会
は
昭
和
二
十
一
年
に
 

創
設
し
，
当
時
は
三
百
五
十
名
位
で
炭
 

鉱
の
閉
山
と
共
に
現
在
は
百
六
十
名
の
 

人
員
に
減
じ
、
う
ち
扶
助
料
受
給
者
は
 

百
十
人
と
な
り
、
会
の
運
営
は
会
費
と
 

町
の
補
助
金
で
一
年
に
春
秋
二
回
の
慰
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

相
談
、
申
し
立
費
用
は
一
切
無
料
で
 

す
。
相
談
の
場
所
は
次
の
と
こ
ろ
で
 

す。 田
川
市
千
代
町
一
の
五
 

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部
内
 

田
川
検
察
審
査
会
 

軽
油
取
引
税
に
関
す
る
 

申
告
納
付
に
つ
い
て
 

最
近
、
石
油
危
機
に
よ
り
、
軽
油
が
 

不
足
し
、
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
混
合
 

軽
油
や
灯
油
等
を
使
用
す
る
事
例
が
生
 

じ
て
お
り
ま
す
。
 

飾
方
税
法
で
は
、
自
動
車
の
保
有
者
 

が
「
灯
油
」
や
「
軽
油
に
灯
油
を
混
合
 

し
た
も
の
」
を
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
 

使
用
し
た
場
合
も
軽
油
取
引
税
が
課
税
 

さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
 

（税 

法
第
七
百
条
の
三
第
三
項
）
、
毎
月
分
 

を
そ
の
翌
月
末
日
ま
で
に
申
告
納
付
す
 

る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

（
同
法
 

第
七
百
条
の
＋
四
第
一
項
第
二
号
）
。
 

み
な
さ
ん
が
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
油
に
 

は
、
県
税
と
し
て
ー
リ
ツ
ト
ル
当
り
＋
 

五
円
の
軽
油
取
引
税
が
課
税
さ
れ
て
お
 

り
、
道
路
財
源
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
ま
 

す。 今
ま
で
に
混
合
軽
油
等
を
自
動
車
の
 

燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
 

今
後
使
用
し
よ
う
と
す
る
方
は
田
川
財
 

務
事
務
所
間
税
課
ま
で
届
出
の
う
え
申
 

告
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

尚
、
今
後
課
税
の
適
正
を
期
す
る
た
 

め
随
時
自
動
車
の
保
有
者
調
査
を
行
い
 

ま
す
の
で
消
費
者
各
位
の
御
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 ー

田
川
財
務
事
務
所
ー
 

霊
祭
を
細
々
と
存
続
し
て
い
る
も
の
の
 

本
会
員
は
父
母
が
七
十
才
以
上
、
未
亡
 

人
が
六
＋
才
以
上
で
将
来
＋
年
後
は
殆
 

ん
ど
終
息
状
態
と
な
る
の
で
は
な
い
か
 

と
暗
担
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

今
年
の
秋
慰
霊
祭
 

県
護
国
神
社
参
拝
記
 

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
丁
目
 

福
岡
県
護
国
神
社
 

宮
司
 
船
原
 
儀
 

外
神
職
四
名
 

九
月
八
日
朝
八
時
半
出
発
（
西
鉄
バ
 

ス
）
会
員
五
十
名
（
役
場
三
名
）
 

天
気
晴
朗
、
飯
塚
街
路
八
木
山
峠
を
 

越
へ
て
福
岡
へ
入
り
無
事
護
国
神
社
へ
 

十
一
時
着
、
迎
へ
ら
れ
直
に
奉
幣
殿
へ
 

入
り
慰
霊
祭
開
始
、
船
原
宮
司
外
四
名
 

の
神
職
列
席
の
う
え
約
一
時
間
余
り
に
 

わ
た
り
誠
に
鄭
重
か
つ
壮
厳
な
追
弔
の
 

儀
式
が
行
な
わ
れ
、
故
人
生
前
の
面
影
 

を
思
い
浮
べ
感
涙
を
催
す
者
も
多
く
、
 

親
子
の
情
．
夫
婦
の
情
、
こ
の
情
景
は
 

自
然
の
法
則
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
 

ま
し
て
三
十
年
経
過
の
今
日
も
忘
れ
 

る
日
は
な
い
で
し
よ
う
。
 

一
同
礼
拝
を
終
り
．
会
長
一
同
に
代
 

り
謝
詞
を
述
べ
て
終
幕
と
す
る
。
 

後
に
神
社
食
堂
で
和
気
あ
い
ノ
、
の
 

う
ち
に
昼
食
を
し
、
色
々
と
職
員
の
斡
 

旋
を
う
け
、
午
後
一
時
同
社
を
出
発
し
 

太
宰
府
神
社
に
参
拝
し
午
後
四
時
帰
途
 

冷
水
峠
を
通
過
無
事
五
時
半
に
役
場
帰
 

着。 本
日
の
催
し
無
事
に
一
同
満
足
し
て
 

解
散
す
。
 



」4) げ
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

田
川
郡
子
供
の
つ
ど
い
で
 

団
体
、
猿
田
子
供
会
、
育
 

成
会
で
岩
城
辰
美
氏
が
晴
 

れ
の
表
彰
に
輝
く
ガ
 

郡
子
供
会
連
合
会
主
催
で
田
川
郡
子
 

供
の
つ

ど
い
が
大
任
町
公
民
館
で
行
な
 

わ
れ
田
川
郡
九
ケ
町
村
の
子
供
の
代
表
 

が
集
り
（
赤
池
町
よ
り
二
十
五
名
参
 

加
）
楽
し
い
交
流
の
一
刻
を
過
し
ま
し
 

た。 そ
の
時
、
優
良
子
供
会
、
育
成
会
指
 

導
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
猿
田
子
供
 

会
（
育
成
会
会
長
木
下
与
志
晴
氏
）
団
 

体
で
、
岩
城
辰
実
氏
が
育
成
会
指
導
者
 

と
し
て
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

猿
田
子
供
会
は
一
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
を
立
て
子
供
会
の
親
陸
を
は
か
り
特
 

に
夏
季
キ
ヤ
ン
プ
、
運
動
会
、
ク
リ
ス
 

マ
ス
、
新
旧
歓
送
迎
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
会
等
又
、
育
成
会
と
の
交
流
に
つ
と
 

め
地
区
の
清
掃
等
非
常
に
チ
ー
ム
ワ
ー
 

ク
と
良
識
で
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
 

す。 
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
 

会
の
委
員
長
決
ま
る
 

前
委
員
の
皆
川
正
登
、
八
隅
重
信
両
氏
 

の
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
に
と
も
な
い
 

新
委
員
に
谷
富
次
、
武
末
義
信
両
氏
が
 

就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
任
委
員
を
ま
 

じ
え
た
初
会
議
が
、
去
る
九
月
十
日
役
 

場
に
て
行
な
わ
れ
、
空
席
の
委
員
長
に
 

は
稲
垣
力
委
員
が
推
選
に
よ
り
就
任
さ
 

れ
、
又
委
員
長
職
務
代
行
者
と
し
て
谷
 

富
次
委
員
が
委
員
長
の
指
名
で
決
ま
り
 

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
固
定
 

資
産
の
価
格
等
で
納
税
義
務
者
の
不
服
 

に
つ
い
て
審
査
申
出
の
あ
っ
た
も
の
を
 

独
立
中
立
的
な
機
関
で
審
査
決
定
す
る
 

た
め
に
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

.
r
 大

和
町
及
び
上
野
四
区
に
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
 

誕
生
ク
 

町
民
会
館
の
建
設
に
よ
り
体
育
館
と
 

し
て
の
利
用
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
 

「
気
軽
く
、
楽
し
く
、
明
る
く
」
を
モ
 

ツ
ト
に
町
民
ス
ポ
ー
ッ
交
流
の
場
と
し
 

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
和
町
で
 

は
い
ち
早
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
 

生
ま
れ
、
そ
の
第
一
回
の
練
習
会
が
十
 

二
月
二
日
午
后
七
時
よ
り
開
か
れ
ま
し
 

た。 又
、
上
野
四
区
で
は
青
年
団
を
主
体
 

に
田
島
地
区
館
長
を
先
頭
に
四
区
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
の
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
 

上
野
小
学
校
体
育
館
を
利
用
し
毎
月
 

一
一
回
地
区
の
交
流
及
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
 

シ
ョ
ン
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
婦
人
、
 

青
年
女
子
、
又
壮
年
と
そ
の
輪
を
拡
げ
 

て
い
ま
す
。
 

身
体
の
老
令
化
の
防
止
、
ス
ト
レ
ス
 

解
消
の
方
策
に
、
皆
さ
ん
バ
レ
ー
ポ
ー
 

ル
で
若
返
り
ま
し
ょ
う
。
 

毎
週
第
一
、
第
三
、
土
曜
日
に
町
民
 

会
館
へ
集
ま
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
 

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

投
薬
袋
を
持
っ
来
て
 

下
さ
い
 

ー
町
立
病
院
か
ら
お
願
い
ー
 

最
近
、
紙
の
不
足
が
伝
え
ら
れ
て
い
 

ま
す
が
、
業
者
か
ら
投
薬
袋
を
従
前
ど
 

お
り
納
入
で
き
な
い
と
の
申
し
入
れ
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

病
院
と
し
ま
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
 

検
討
を
し
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
措
 

置
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
住
 

民
の
皆
さ
ん
が
事
情
を
御
理
解
の
上
御
 

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 
H
再
来
患
者
さ
ん
は
、
病
院
か
ら
も
ら
 

っ
た
投
薬
袋
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い
 

目
投
薬
袋
が
不
潔
に
な
っ
た
り
、
破
損
 

し
た
り
し
た
場
合
は
、
取
り
替
え
を
 

し
ま
す
。
 

火
災
か
ら
老
人
と
子
供
を
 

守
り
ま
し
ょ
う
ク
 

最
近
、
子
供
や
老
人
が
火
事
で
な
く
 

な
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
 

ま
す
。
 

と
く
に
共
働
き
の
ご
家
庭
や
老
人
の
 

居
ら
れ
る
家
庭
は
、
日
頃
か
ら
火
の
元
 

に
注
意
す
る
と
と
も
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
 

こ
と
を
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

※
子
供
さ
ん
の
い
る
家
庭
 

火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
、
家
庭
生
活
 

の
中
で
防
火
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
っ
 

て
お
き
ま
し
ょ
う
．
 

子
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
、
目
に
つ
 

く
と
こ
ろ
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
 

お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
老
人
の
い
る
家
庭
 

二
階
な
ど
を
さ
け
て
、
避
難
し
や
す
 

い
と
こ
ろ
に
就
寝
さ
せ
ま
し
ょ
う
a
 

老
人
一
人
だ
け
残
し
て
外
出
す
る
と
 

き
は
、
で
き
る
だ
け
さ
け
て
下
さ
い
。
 

や
む
を
え
ず
外
出
す
る
と
き
は
近
所
に
 

よ
く
た
の
ん
で
出
か
け
る
よ
う
に
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

で
き
れ
ば
隣
近
所
に
急
を
知
ら
せ
る
 

方
法
を
そ
な
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
又
 

万
一
に
そ
な
え
て
背
お
い
ヒ
モ
な
ど
を
 

そ
な
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
是
非
心
が
け
 

て
下
さ
い
。
住
民
一
人
一
人
の
気
づ
か
 

い
か
ら
未
然
に
火
災
を
防
ご
う
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
 

・

●

、

ー

 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
松
木
菊
広
殿
 

亡
父
 
菊
松
殿
（
七
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
藤
好
ヒ
ナ
コ
殿
 

亡
夫
 
順
吉
殿
（
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
松
尾
福
利
殿
 

亡
妻
 
浪
子
殿
（
福
間
町
）
 

一
、
金
一
封
 
大
内
田
八
郎
殿
 

亡
妻
 
テ
ル
子
（
十
七
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
船
津
千
鶴
枝
殿
 

亡
夫
 
隆
男
殿
（
十
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
鳥
井
ァ
サ
ノ
殿
 

亡
母
 

ハ
ツ
殿
（
十
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
長
元
保
殿
 

亡
母
 

ユ
キ
殿
（
二
十
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
林
田
稔
殿
 

亡
娘
 
斉
子
殿
（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
久
原
、
一
、
ヤ
コ
殿
 

亡
夫
 
鹿
蔵
殿
（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
長
谷
川
清
殿
 

亡
妻
 
チ
ェ
ノ
殿
（
十
二
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
明
昭
機
工
株
式
会
社
殿
 

一
、
金
一
封
 
小
島
京
二
殿
 

一
，
金
一
封
 
黒
木
一
男
殿
 

一
、
金
一
封
 
小
松
武
司
殿
 

一
、
金
一
封
 
西
日
本
設
計
工
業
株
式
 

会
社
殿
 

以
上
敬
老
会
祝
儀
と
し
て
そ
れ
ぞ
そ
社
 

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
r
 


